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　当消防本部では，「違反対象物の公表制度」が平成30年4月から開始されることに伴い，現状
把握のために管内の4消防署へ重大違反対象物の調査依頼をしたところ，80件の重大違反特定
防火対象物があることが判明し，当該防火対象物に対する違反是正や違反処理体制の早急な構
築が喫緊の課題となった。

1．組織上の取組
（1）違反指導担当の設置
　平成29年4月1日に本部予防課内に管内人口30万人規模の団体としては珍しい「違反指導担
当」を新たに設置し，違反是正や違反処理などを専門とする職員を3名配置した。
（2）公表制度開始に伴うタスクフォースの設置
　平成28年7月に公表制度開始に伴う違反是正や違反処理を目的として，消防次長をリーダー
とするタスクフォースを設置し，毎月1回会議を開催し，重大違反対象物の違反是正進捗状況
やその対応について，所属の壁を越えた議論や協力を実施した。
　また，各消防署の違反是正に対する競争を促すために，毎月1回違反是正進捗状況を消防長
に報告するようにした。
※タスクフォースのメンバーは，本部予防課員と各消防署の予防担当職員10名で構成した。

2．職員のスキルアップ
（1）予防業務研修の実施
ア　集合研修
　平成29年5月から毎月2回（合計12回），全職員を対象に本部庁舎研修室で違反処理等の
集合研修を実施し，職員720名が参加した。また，当該研修をビデオ撮影し部内ネット
ワークで周知して各所属でのOJTや個々のスキルアップなどに活用した。

イ　巡回研修
　平成29年10月と同年11月に合計11回，予防課員が各署所を巡回して，各管内の重大
違反対象物の違反是正や違反処理の研修を実施した。

（2）予防業務教養紙の発行
　平成29年8月から毎月1回，予防業務教養紙を発行し部内のネットワークで周知して，各
所属でのOJTや個々のスキルアップなどに活用した。

（3）先進地への派遣研修
　平成29年6月に横浜市消防局へ査察実務研修（2週間），同年7月は大阪市消防局へ実務型研
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修（違反処理研修）（2週間），同年12月は京都市消防局へ違反処理実務型研修（1週間）に各1名
派遣し，合計3名について違反処理などの先進地への派遣研修を実施した。
　先進地で学んだ違反処理に係るスキルを予防業務研修として実施したほか，各種の先進地で
のシステムや考え方をフィードバックした。

1．重大違反対象物の違反是正
　平成29年1月に80件あった重大違反特定防火対象物を，組織的な対応や職員のスキルアッ
プなど全職員で違反是正に取り組んだ結果，同年12月現在，当該違反対象物は44件（36件減）
で，平成30年4月の公表制度開始時には16件（64件減）となる予定である。
　今後は，16件の重大違反特定防火対象物に対して違反処理を実施する予定である。

2．消防署における行政処分の実施
　当消防本部では，現在，勧告書までを消防署で実施しているが，職員のスキルアップに取り
組んだ結果，予防業務の合理的かつ違反処理のスピード化などを目的に，公表制度が始まる平
成30年4月から消防署で命令までの行政処分を実施する予定である。

3．予防と警防の共同
　重大違反対象物への違反是正を強力に推進するために，
消防署の消防隊職員や救助隊職員を中心に査察を実施した。
　その結果，査察時に得た対象物情報をベースに図上訓練
や当該対象物を想定した消火・救助訓練などを実施し，予
防と警防の共同が図られることとなった。

　中小規模団体における違反処理体制の構築に係る問題点は，マンパワーと予算の不足である
ため，当消防本部では，知恵を絞って「人づくり」と「組織づくり」に分けて実施し，そのことは
一定の効果があったものと評価している。
　しかしながら，組織が一丸となって違反処理の必要性を理解し，その体制を構築すべきこと
を共通認識するためには，幹部自らが率先して違反処理に取り組む姿勢を見せることが重要で
ある。
　今後は，是正されない重大違反対象物を中心に組織一丸となり，そして，幹部が率先して違
反処理を進めていきたいと考えている。

成　果

三重県
津市消防本部

★ ●予防業務研修（集合研修）の様子 ●先進地への派遣研修
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